
アンブラーＤ
取扱説明書

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
この説明書は、お読みになった後もいつでも見ることができる所に大切に保管してください。

安全に関するご注意

201410-01

この製品を管理される方を定め、下記の相手に対して各々の注意内容がもれなく伝達されるよう、この取扱説明書を
お取り扱いください。

〈設置者へのご注意〉
 ●平らで水平な場所に設置する。滑りやすい床やクッション性のある柔らかい敷物などの上には設置しない。
  製品の転倒による事故の原因になります。
 ●屋外や直射日光の当たる場所、砂やほこりが多い場所には設置しない。
  本製品は屋内用です。製品の動作不良や変形、劣化の原因になります。
 ●火気を近づけたり、ストーブやヒーターのそばには設置しない。
  火災や製品の変形、劣化の原因になります。

〈保守者へのご注意〉
 ●移動や設置、折りたたみ・展開の作業は、必ず２人以上で行う。
  製品の転倒や、フレームが急に落下するなどして、事故やけがの原因になります。
 ●折りたたんだあとは、必ず両サイドの留め具がしっかりと掛かっていることを確認する。
  留め具がしっかりと掛かっていない場合、振動等に留め具が外れ、事故やけがの原因となります。
 ●水受け皿に水をためたままにしない。
  さびの原因になります。
 ●扉の開閉が固くなったときは、可動部・噛合部の砂やほこりなどを除去し、シリコン系潤滑材を塗布する。
  鉱物系の潤滑材は樹脂の劣化の原因になるので使用しないでください。
 ●製品の分解や改造は絶対にしない。
  製品の故障や事故の原因になります。
 ●定期的にガタつき、ねじのゆるみ、部品の破損がないことを確認する。
 ●製品の上に物を置いたり、乗ったり、体重をかけたり、乱暴な扱いはしない。
  製品の故障や転倒による事故の原因になります。
 ●可動部や隙間に手や衣服などを挟まないよう注意する。
 ●製品や取り外した部品を引きずったり、落としたりしない。
  製品の故障や床面の傷の原因になります。
 ●製品に異常を発見した場合は使用を中止する。
  正しく設置できない場合や機能を損なう状態の場合は直ちに使用を中止し、所定の連絡先まで連絡ください。

〈利用者へのご注意〉
 ●傘を取り出せなくなった場合は無理に取り出そうとせず、製品の管理者までお問い合わせください。
 ●本製品は簡易ロック式のため、盗難等による傘の保障はいたしかねます。
 ●手元が太いものなど、形状により一部使用できない傘があります。
  無理にセットすると、傘の破損、正常にロックされない、製品の故障等のおそれがありますので絶対におやめください。
 ●傘の出し入れの際に、指を挟まないようご注意ください。
 ●製品の上に物を置いたり、乗ったり、体重をかけたり、乱暴な扱いはおやめください。
  製品の故障や転倒による事故の原因になります。

■破棄される場合
破棄される場合は、専門の業者または公的機関にご相談ください。

－ 1 －

（金属塗装） 普段のお手入れ ：柔らかい布でから拭きしてください。

 汚れた ：家具用クリーナーで拭き取ってください。

（メッキ・ステンレス） 普段のお手入れ ：柔らかい布でから拭きしてください。

 汚れた時 ：メッキ・ステンレス専用クリーナーで拭き取ってください。

 錆 ：錆取専用クリーナーで拭き取った後、錆止めを塗ってください。

（樹脂部分） 普段のお手入れ ：柔らかい布でから拭きしてください。

 汚れた時 ：薄めた中性洗剤で拭き取り、洗剤が残らないよう水拭きした後、

  柔らかい布でから拭きしてください。

※ただし、汚れ具合により、期待通りの結果が得られない場合もあります。

■お手入れ方法

第二営業本部　〒105-0001 東京都港区虎ノ門5丁目10番12号
TEL(03)3432-3201

－ 2 －

（背面から見た図）

下図を参考に、本体の背面フレームに説明パネルを取り付けます。
取り付け後は、ねじが２箇所ともしっかりと締まっているか確認してください。

説明パネルの取り付け方

組み立ての前に全ての部品が揃っているか確認してください。

梱包内容

説明パネル

背面フレーム

説明パネル取付用ナット

説明パネル取付用ねじ

傘立て本体

水受け皿×２

説明パネル

説明パネル取付用
ねじ×２

説明パネル取付用
ナット×２

取扱説明書（本紙）
開錠ピン×２

（P６、非常開錠で使用）

－ 3 －

⑤以上で作業完了です。（折りたたみ完了図）

④両サイドとも、留め具がしっかりと掛かっているこ
とを確認してください。

③両サイドの留め具を、留め具掛けに引っ掛けま
す。

②前フレームが後フレームに当たるまで、取手を持
ち上げてください。

①前後どちらかのフレームを手で支えながら、取手
をゆっくりと持ち上げます。※指などを挟まない
よう十分にご注意ください。

※安全のため、必ず２人以上で作業を行ってください。
※折りたたんだ状態から展開するときは、下記と逆の手順で行ってください。

折りたたみ方

※両サイドとも

留め具

留め具掛け

後フレーム

前フレーム

取手

－ 4 －

⑥手前側の水受け皿を戻します。掛け金具を本体
の内側にして、本体底のフレームに掛かるように
セットしてください。

⑤奥側の水受け皿を戻します。掛け金具を本体の
内側にして、本体底のフレームに掛かるようにセ
ットしてください。

④奥側の水受け皿を引き出し、たまった水を捨て
てます。

③水受け皿を引き出し、たまった水を捨てます。

②水受け皿を少し手前に傾けながら、上に持ち上
げます。※水受け皿にたまった水がこぼれない
ようご注意ください。

①手前側の水受け皿を奥に押します。

※水受け皿の着脱の順番にご注意ください。
引き出すとき：①手前側 → ②奥側、本体に戻すとき：①奥側 → ②手前側

水の捨て方

←前 後→

掛け金具

水受け皿（手前）

底フレーム

←前 後→

掛け金具

水受け皿（奥）

底フレーム

故障かな？

●ダイヤル錠各部のなまえ

お問い合わせや修理を依頼される前に、次の点をお調べください。

ロック確認
レンズ

症状 原因 対処

暗証番号を忘れた
暗証番号がわからない

暗証番号に合わせても
ロックが解除されない

扉が閉まらない

扉が開かない

ボタンが押せない

赤

赤

赤

赤

緑

緑

緑

緑

錠の誤動作
施錠時の操作ミス

錠の故障など
販売店またはカスタマーサービス
センターにご連絡ください

販売店またはカスタマーサービス
センターにご連絡ください

販売店またはカスタマーサービス
センターにご連絡ください

錠がロック状態

錠の故障など

錠がロック状態

錠の故障など

扉がしっかり
閉まっていない

Ｐ６、非常開錠をお試しください

Ｐ６、非常開錠をお試しください

Ｐ６、非常開錠をお試しください

Ｐ６、非常開錠をお試しください

扉をしっかりと閉めてください

－

－ 5 －

開錠穴

ダイヤル

ロック確認レンズ
□緑：ロックされていません
■赤：ロックされています

扉

ロックボタン

開錠ピン

扉を手前に引いてください。
扉が開き、ボタンが上に上がります。

５．扉を開ける

※ロックが解除されない場合は、再度【手順１：ロックボタンの～】からやり直してください。

②ダイヤルが暗証番号に合うと、
ロック確認レンズが緑に変わり、
ロックが解除されます。

①ロック確認レンズを確認しなが
ら、右ダイヤルの番号を1つず
つ変えていきます。

４．右ダイヤルを暗証番号に合わせる

中央の開錠穴に開錠ピンを差し込み、
【手順２：左ダイヤルを～】と同様に、
中央ダイヤルを暗証番号に合わせて
ください。

３．中央ダイヤルを
暗証番号に合わせる

③ダイヤルが暗証番号に合うと、ピ
ンが1mmほど奥に入ります。番号
が合ったらピンを抜いてください。

②ピンを軽く押さえながら、左ダイ
ヤルの番号を1つずつ変えてい
きます。

①後ろから見て右側の開錠穴に開
錠ピンを差し込みます。ピンは
突き当りまで差し込んでください。

２．左ダイヤルを暗証番号に合わせる

ロックボタンが押されていることを確認してください。
押されていない場合は、必ず押し下げてください。

１．ロックボタンの状態を確認する

非常開錠：開錠ピンを用いた暗証番号の合わせ方

※開錠ピンを差し込む必要はありません。

－ 6 －
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－ 5 －
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②ピンを軽く押さえながら、左ダイ
ヤルの番号を1つずつ変えてい
きます。

①後ろから見て右側の開錠穴に開
錠ピンを差し込みます。ピンは
突き当りまで差し込んでください。

２．左ダイヤルを暗証番号に合わせる

ロックボタンが押されていることを確認してください。
押されていない場合は、必ず押し下げてください。

１．ロックボタンの状態を確認する

非常開錠：開錠ピンを用いた暗証番号の合わせ方

※開錠ピンを差し込む必要はありません。
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